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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・ＵＳ優先リートオープン 

（為替ヘッジあり） 

＜愛称 Ｕリート＞ 

 

運用報告書（全体版） 
 

第65期（決算日 2020年７月10日） 
第66期（決算日 2020年８月11日） 
第67期（決算日 2020年９月10日） 
第68期（決算日 2020年10月12日） 
第69期（決算日 2020年11月10日） 
第70期（決算日 2020年12月10日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・ＵＳ優先リートオー

プン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリー

ト＞」は、このたび、第70期の決算を

行いましたので、第65期～第70期の運

用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／不動産投信 

（課税上は株式投資信託として取扱われ
ます。） 

信託期間 2015年１月30日から2024年12月10日 

運用方針 

信託財産の中長期的な成長と安定した収
益の確保をめざして運用を行います。原
則として、為替ヘッジを行うことにより、
為替変動リスクの低減を図ります。 

主要投資 
対 象 

東 京 海 上 ・ 
ＵＳ優先リート 
オ ー プ ン 
（為替ヘッジあり） 

「東京海上・ＵＳ優先リー
トマザーファンド」を主要
投資対象とします。 

東 京 海 上 ・ 
ＵＳ優先リート 
マザーファンド 

米国の金融商品取引所に
上場されている不動産投
資信託または不動産投資
法人が発行する優先証券

（優先リート）を主要投資
対象とします。 

投資制限 

東 京 海 上 ・ 
ＵＳ優先リート 
オ ー プ ン 
（為替ヘッジあり） 

・株式への直接投資は行
いません。 

・外貨建資産への実質投
資割合には制限を設け
ません。 

東 京 海 上 ・ 
ＵＳ優先リート 
マザーファンド 

・株式への直接投資は行
いません。 

・外貨建資産への投資割
合には制限を設けま
せん。 

分配方針 

第１期決算時には、分配を行いません。
第２期以降の毎決算時に、原則として、
経費控除後の繰越分を含めた配当等収益
および売買益（評価益を含みます。）等か
ら、基準価額の水準、市況動向等を勘案
して分配を行う方針です。ただし、分配
対象額が少額の場合等には、収益分配を
行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針
に基づいて運用を行います。  
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 
41期(2018年７月10日) 9,215 30 2.4 98.9 909 

42期(2018年８月10日) 9,142 30 △ 0.5 98.2 887 
43期(2018年９月10日) 9,099 30 △ 0.1 98.6 875 
44期(2018年10月10日) 8,699 30 △ 4.1 97.8 821 
45期(2018年11月12日) 8,596 30 △ 0.8 99.3 806 
46期(2018年12月10日) 8,216 30 △ 4.1 98.1 771 
47期(2019年１月10日) 8,234 30 0.6 93.7 764 
48期(2019年２月12日) 8,502 30 3.6 98.6 790 
49期(2019年３月11日) 8,690 30 2.6 95.5 807 
50期(2019年４月10日) 8,876 30 2.5 96.6 738 
51期(2019年５月10日) 8,834 30 △ 0.1 95.3 732 
52期(2019年６月10日) 8,902 30 1.1 95.0 736 
53期(2019年７月10日) 8,969 30 1.1 98.3 742 
54期(2019年８月13日) 8,999 30 0.7 95.7 741 
55期(2019年９月10日) 9,006 30 0.4 97.4 742 
56期(2019年10月10日) 9,042 30 0.7 98.1 745 
57期(2019年11月11日) 8,970 30 △ 0.5 99.7 740 
58期(2019年12月10日) 8,897 30 △ 0.5 98.1 716 
59期(2020年１月10日) 9,072 30 2.3 98.2 731 
60期(2020年２月10日) 9,140 30 1.1 98.6 719 
61期(2020年３月10日) 8,200 30 △10.0 89.6 645 
62期(2020年４月10日) 7,354 30 △10.0 96.7 562 
63期(2020年５月11日) 7,564 30 3.3 92.9 578 
64期(2020年６月10日) 8,201 30 8.8 99.3 628 

65期(2020年７月10日) 7,929 30 △ 3.0 98.2 608 
66期(2020年８月11日) 8,277 30 4.8 97.8 635 
67期(2020年９月10日) 8,324 30 0.9 99.2 631 
68期(2020年10月12日) 8,451 30 1.9 97.3 639 
69期(2020年11月10日) 8,410 30 △ 0.1 99.4 633 
70期(2020年12月10日) 8,464 30 1.0 99.1 636 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第65期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2020年６月10日 8,201 － 99.3 

６月末 7,915 △3.5 98.9 

(期  末)    

2020年７月10日 7,959 △3.0 98.2 

第66期 

(期  首)    

2020年７月10日 7,929 － 98.2 

７月末 8,111 2.3 95.4 

(期  末)    

2020年８月11日 8,307 4.8 97.8 

第67期 

(期  首)    

2020年８月11日 8,277 － 97.8 

８月末 8,373 1.2 98.3 

(期  末)    

2020年９月10日 8,354 0.9 99.2 

第68期 

(期  首)    

2020年９月10日 8,324 － 99.2 

９月末 8,433 1.3 97.8 

(期  末)    

2020年10月12日 8,481 1.9 97.3 

第69期 

(期  首)    

2020年10月12日 8,451 － 97.3 

10月末 8,275 △2.1 98.4 

(期  末)    

2020年11月10日 8,440 △0.1 99.4 

第70期 

(期  首)    

2020年11月10日 8,410 － 99.4 

11月末 8,429 0.2 98.5 

(期  末)    

2020年12月10日 8,494 1.0 99.1 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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○運用経過 (2020年６月11日～2020年12月10日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2020年６月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有する優先リートの配当収入と価格上昇 

・新型コロナウイルスのワクチン開発の進展による経済活動正常化への期待が高まったこと 

 

マイナス要因 

・新型コロナウイルスの感染再拡大により、実体経済や企業業績が悪化するとの懸念が高まったこと 
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■投資環境 
【米国優先リート市況】 

当作成期の米国優先リート市場は上昇しました。新型コロナウ

イルスの感染拡大に伴う経済活動の制限が段階的に解除され、景

気の先行きに対する懸念が後退したことを背景に米国優先リート

市場は上昇基調で推移しました。その後、新型コロナウイルスの

感染再拡大が懸念される局面もありましたが、欧米の製薬会社に

よる新型コロナウイルスワクチンの開発に進展が見られたことが

支えとなり、米国優先リート市場は前作成期末対比で上昇しま

した。 

 

 

【ヘッジコスト動向】 

当作成期の対円での米ドルの為替ヘッジコストは、FRB（米連邦準備制度理事会）が金融緩和姿勢を維持したことから、

前作成期末対比おおむね横ばいとなりました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＞ 

「東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

また、マザーファンドの通貨ウェイトに応じて対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図りました。 

当作成期は、為替市場で円高が進行するなか、対円で為替ヘッジを行ったことから、当ファンドの基準価額（税引前分配

金再投資）は、5.5％上昇しました。 

 

＜東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド＞ 

安定的な配当が見込まれる銘柄の中でも、高い配当利回りが期待できると考える銘柄に着目して投資を行いました。オ

フィスセクターや分散投資型セクターの銘柄が相対的に良好なパフォーマンスとなりました。 

当作成期は、円高米ドル安が進行したことなどがマイナスに寄与したものの、保有する優先リートの配当収入や価格上昇

がプラスに寄与し、基準価額は3.2％上昇しました。 
（用途別分類は、ハイトマンの分類に基づきます。） 

 

【組入上位10銘柄】 

 
（注） 比率は純資産総額に対する割合です。 

（注） 国（地域）につきましては発行国を表示しています。 
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■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第65期 第66期 第67期 第68期 第69期 第70期 

2020年６月11日～ 
2020年７月10日 

2020年７月11日～ 
2020年８月11日 

2020年８月12日～ 
2020年９月10日 

2020年９月11日～ 
2020年10月12日 

2020年10月13日～ 
2020年11月10日 

2020年11月11日～ 
2020年12月10日 

当期分配金 30  30  30  30  30  30  

(対基準価額比率) 0.377％ 0.361％ 0.359％ 0.354％ 0.355％ 0.353％ 

 当期の収益 30  10  18  30  0  15  

 当期の収益以外 －  19  11  －  29  14  

翌期繰越分配対象額 772  752  741  792  763  748  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＞ 

「東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持します。また、マザーファン

ドの通貨ウェイトに応じて対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図ります。 

 

＜東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド＞ 

米国経済は、2020年７-９月期の米国GDP（国内総生産）成長率（改定値）が前期比年率でプラス33.1％と大幅に改善し、

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う経済活動の停滞からの回復の兆しが見られます。 

不動産市場では、新型コロナウイルスの感染拡大が短・中期的に幅広い物件タイプの賃貸需要に影響を及ぼすことが想定

されます。ホテルや商業施設等では、外出の自粛や規制に伴う利用者数の減少による影響が顕在化していましたが、稼働率

や賃料の回収率は緩やかに改善しています。オフィスは、景気後退に伴うオフィス雇用者数の減少により、賃貸需要に下方

圧力がかかる可能性がある一方、オフィスの必要性が再認識され、労働者一人当たりの必要面積が拡大する可能性も議論さ

れています。一方、賃貸住宅は、他の物件タイプと比較して影響は限定的であると考えます。また、物流施設も、経済の鈍

化から短期的には影響を受けるものの、インターネット販売の需要は底堅く、特に消費地に近接した物件は力強さを保つと

想定しています。今後は、新型コロナウイルス収束後の人々の生活嗜好や人口動態などから恩恵を受ける銘柄や、新たな物

件への投資を実行できるような財務体質に優れている銘柄は、困難な局面を耐えしのぐことが可能と考えています。 

このような環境下、当ファンドでは、個別銘柄のバランスシートおよびキャッシュフローの健全性により着目し、安定的

な配当が期待される銘柄に投資を行う予定です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年６月11日～2020年12月10日) 

項 目 
第65期～第70期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 69  0.836  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (41)  (0.494)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (27)  (0.331)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.011)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.001   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.011   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.005)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.006)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 70   0.848    

作成期間の平均基準価額は、8,256円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

○売買及び取引の状況 (2020年６月11日～2020年12月10日) 

 

銘 柄 
第65期～第70期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド 24,357 26,962 35,027 39,033 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2020年６月11日～2020年12月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2020年12月10日現在) 

 

銘 柄 
第64期末 第70期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド 568,408 557,738 637,272 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年12月10日現在) 

項 目 
第70期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド 637,272 99.4 

コール・ローン等、その他 3,603 0.6 

投資信託財産総額 640,875 100.0 
 

（注） 東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（9,653,004千円）の投資信託財産総額（9,901,102

千円）に対する比率は97.5％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨換算

レートは１米ドル＝104.28円です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第65期末 第66期末 第67期末 第68期末 第69期末 第70期末 

2020年７月10日現在 2020年８月11日現在 2020年９月10日現在 2020年10月12日現在 2020年11月10日現在 2020年12月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,214,245,838   1,245,555,775   1,265,478,562   1,274,571,279   1,260,587,538   1,271,075,042   

 東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド(評価額) 605,028,874   642,110,136   635,519,963   641,402,570   637,394,834   637,272,238   

 未収入金 609,216,964   603,445,639   629,958,599   633,168,709   623,192,704   633,802,804   

(B) 負債 605,957,616   609,738,344   634,358,498   634,825,639   627,135,559   635,070,707   

 未払金 602,782,338   606,525,096   631,207,189   631,618,282   624,033,136   631,467,041   

 未払収益分配金 2,301,565   2,304,586   2,274,642   2,271,084   2,259,738   2,254,266   

 未払解約金 24,283   －   －   －   －   474,055   

 未払信託報酬 843,873   902,722   870,932   930,152   837,173   869,622   

 その他未払費用 5,557   5,940   5,735   6,121   5,512   5,723   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 608,288,222   635,817,431   631,120,064   639,745,640   633,451,979   636,004,335   

 元本 767,188,470   768,195,520   758,214,024   757,028,141   753,246,323   751,422,110   

 次期繰越損益金 △  158,900,248   △  132,378,089   △  127,093,960   △  117,282,501   △  119,794,344   △  115,417,775   

(D) 受益権総口数 767,188,470口 768,195,520口 758,214,024口 757,028,141口 753,246,323口 751,422,110口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,929円 8,277円 8,324円 8,451円 8,410円 8,464円 
 

（注） 当ファンドの第65期首元本額は766,364,011円、第65～70期中追加設定元本額は5,680,220円、第65～70期中一部解約元本額は

20,622,121円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

○損益の状況 

項 目 
第65期 第66期 第67期 第68期 第69期 第70期 

2020年６月11日～ 
2020年７月10日 

2020年７月11日～ 
2020年８月11日 

2020年８月12日～ 
2020年９月10日 

2020年９月11日～ 
2020年10月12日 

2020年10月13日～ 
2020年11月10日 

2020年11月11日～ 
2020年12月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 △ 17,728,597   29,949,838   6,692,957   12,815,608   △      6,197   7,204,092   

 売買益 4,318,337   39,502,071   13,666,368   14,539,917   6,574,945   8,603,371   

 売買損 △ 22,046,934   △  9,552,233   △  6,973,411   △  1,724,309   △  6,581,142   △  1,399,279   

(B) 信託報酬等 △    849,430   △    914,602   △    876,667   △    936,273   △    842,685   △    875,345   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 18,578,027   29,035,236   5,816,290   11,879,335   △    848,882   6,328,747   

(D) 前期繰越損益金 △129,829,014   △150,708,606   △122,209,481   △118,351,963   △108,075,694   △110,707,012   

(E) 追加信託差損益金 △  8,191,642   △  8,400,133   △  8,426,127   △  8,538,789   △  8,610,030   △  8,785,244   

 (配当等相当額) (   15,329,759)  (   15,413,074)  (   15,259,637)  (   15,280,896)  (   15,256,373)  (   15,296,304)  

 (売買損益相当額) (△ 23,521,401)  (△ 23,813,207)  (△ 23,685,764)  (△ 23,819,685)  (△ 23,866,403)  (△ 24,081,548)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △156,598,683   △130,073,503   △124,819,318   △115,011,417   △117,534,606   △113,163,509   

(G) 収益分配金 △  2,301,565   △  2,304,586   △  2,274,642   △  2,271,084   △  2,259,738   △  2,254,266   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △158,900,248   △132,378,089   △127,093,960   △117,282,501   △119,794,344   △115,417,775   

 追加信託差損益金 △  8,191,642   △  8,400,133   △  8,426,127   △  8,538,789   △  8,610,030   △  8,785,244   

 (配当等相当額) (   15,335,273)  (   15,413,673)  (   15,261,329)  (   15,285,893)  (   15,256,944)  (   15,297,668)  

 (売買損益相当額) (△ 23,526,915)  (△ 23,813,806)  (△ 23,687,456)  (△ 23,824,682)  (△ 23,866,974)  (△ 24,082,912)  

 分配準備積立金 43,933,097   42,402,455   40,931,318   44,728,861   42,246,990   40,981,154   

 繰越損益金 △194,641,703   △166,380,411   △159,599,151   △153,472,573   △153,431,304   △147,613,685   
 

（注） (A)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 信託財産の運用指図に係る権限の一部を委託するために要した費用として、純資産総額に対して年１万分の51の率を乗じて得た額を委

託者報酬の中から支弁しています。 

（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第65期 第66期 第67期 第68期 第69期 第70期 

2020年６月11日～ 
2020年７月10日 

2020年７月11日～ 
2020年８月11日 

2020年８月12日～ 
2020年９月10日 

2020年９月11日～ 
2020年10月12日 

2020年10月13日～ 
2020年11月10日 

2020年11月11日～ 
2020年12月10日 

a. 配当等収益(費用控除後) 6,100,121円 773,944円 1,378,418円 6,171,770円 37,298円 1,159,816円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 15,335,273円 15,413,673円 15,261,329円 15,285,893円 15,256,944円 15,297,668円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 40,134,541円 43,933,097円 41,827,542円 40,828,175円 44,469,430円 42,075,604円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 61,569,935円 60,120,714円 58,467,289円 62,285,838円 59,763,672円 58,533,088円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 802円 782円 771円 822円 793円 778円 

g. 分配金 2,301,565円 2,304,586円 2,274,642円 2,271,084円 2,259,738円 2,254,266円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

○分配金のお知らせ  

 第65期 第66期 第67期 第68期 第69期 第70期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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